













Finnegan による The Hidden Musicians, Music-Making in an English Town (1989, Cambridge University 
Press) である。
（2）
私のような英国文化の門外漢にとって，ミルトン・ケインズと聞けば，戦後イギリスの大規模ニ
ュータウンとだけしか思いつかない。もしくは，ロンドンとバーミンガムのど真ん中，ハイテク風
停車駅の外に広がる，都市文化の果つる中間地帯といった印象だ。
しかし，このニュータウン計画を一考すれば，日本のニュータウンとは異なり，職住の融合，計
画当初から自家用車の利用を前提とした計画密度の低さに気づく。さらに，規模の大きさを考慮す
れば，門外漢の印象にあった，中央駅ちかくの荒涼ともいえる低密度の地区だけがミルトン・ケイ
ンズという街ではないことが解る。
たとえば，多摩ニュータウンは，おおまかには新規開発の計画面積；２千ha，新規開発の計画人
口；28万人。対して，ミルトン・ケインズは計画面積；９千ha，最終的な計画人口；20万人，さ
らに，開発前の人口４万人に対し，本書で描かれる1980年代前半での計画人口は10万人強である。
つまり後者は，低密度で，自家用車による移動を前提とした新規の開発地区が，同程度の人口を持
つ高密度の既成市街地を包含しているのだ。私たちの印象に強く残る中央駅近くの開発地区は，戦
後ニュータウン計画以前からの町であるブレッチリー，ウルバートン，ストーニー・ストラットフ
ォードや，いくつかの村落に囲まれている。
本書で，何度か強調されるのは，戦後ニュータウン計画以前からの町や村落に，新たな郊外地区
と住民が加わった街の姿である。この作品で描かれる街は，英国的であると同時に，20世紀後半
から世界に偏在するようになった，ハイウエイが走る，郊外化した無名の街とも言えるだろう。
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（3）
本書では，参与観察を中心とした手法で様々なジャンル≒音楽世界での活動が調査されているが，
著者と各世界との距離感は，微妙に異なるように見受けられた。著者は，前述の既成市街地である
ブレッチリー地区に居住しており，地元合唱団の一員でもあった。また，著者の子供たちも地元の
学校に通学して音楽活動をしている。このため，クラシック音楽などでは参与の側面が強い参与観
察が中心であるのに対し，ポピュラー系の音楽世界に対しては観察の側面が強い。たとえば，ロッ
ク音楽の現場となるパブや，幾多あるロックバンドに対しては，電話インタビューも行なっている。
この距離感の違いは，本書の欠点ではなく，美点であろう。近遠の現場は，それぞれ魅力的に描
かれているのだ。
著者自身が慣れ親しんだ音楽世界であるクラシック音楽については，著者と周囲の人々との親密
な関係を伺わせる言葉や，観察に溢れている。たとえば，「シャーウッド合唱団」の公演に向けて
の活動が，歌うこと自体だけではなく，週ごとの練習から公演当日に至るまでの運営を中心として
描かれている。練習の合間を縫って湯沸かし器と格闘するお茶／コーヒー係。係を指名し，おだて，
お茶や砂糖やミルク，清潔なタオルを準備する担当の委員。さらに，公演当日の高揚感に満ちた些
細な出来事など。また，家庭における演奏技能の修得についての調査と考察なども，音楽家の一人
としての著者自身の活動抜きでは描き得ないだろう。
一方，地元にある音楽世界すべての網羅を目指し，著者からは遠い現場も取り上げられる。
それは，自宅近くのパブでのヘビー・メタルのバンド実演などへの聴衆としての参加など多様だ。
たとえば，カントリー・アンド・ウエスタンの実演は，距離ある観察であるが故，かえって活き活
きと一場面が切り取られたのであろう。大通りから隠された場所，狭い運河の橋をわたって辿り着
いたホールで隔週末に開催されるパーティ。そこにはロック世代の若者を除く広い年齢層が集まり，
西部風のコスプレをした聴衆が和やかに楽しんでいた。また，あるロックバンドの練習にも立ち会
い，楽譜を用いない，集団的な作曲の現場を描いている。
このような観察に基づき，地元の様々な音楽世界，そこで実演に向かって活動する数多くの人々
が描かれ，分析と考察がなされていく。
（4）
章ごのとの要約は，訳者による優れたものが巻末にあるので，ここでは概要の紹介に留める。
Ⅰ　序論
　　　地元音楽の存在とその研究
　　　音楽家の「アマチュア」と「プロフェッショナル」
　　　ミルトン・ケインズとその音楽
Ⅱ　ミルトン・ケインズにおける音楽世界
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　　　地元レベルにおけるクラシック音楽の世界
　　　ブラスバンドの世界
　　　フォーク音楽の世界
　　　音楽劇の世界
　　　ジャズの世界
　　　カントリー・アンド・ウエスタンの世界
　　　ロックとポップの世界
Ⅲ　対照と比較
　　　音楽の学習
　　　実演とその諸条件
　　　作曲，創造性，実演
　　　複数の音楽世界
Ⅳ　地元音楽の組織と仕事
　　　家庭と学校の音楽
　　　教会の音楽
　　　クラブとパブの音楽
　　　音楽グループの組織と運営　−シャーウッド合唱協会の事例
　　　現役の群小バンドとそれらの組織
　　　資源，報酬，支援
Ⅴ　地元音楽の意義
　　　都市生活の小道
　　　音楽，社会，人類
第Ⅱ部で個別の音楽世界を記述し，続く第Ⅲ部では各音楽世界における技能の修得，実演などに
ついて相互の関連を考察する。ここでは複数の世界の境界線は朧げで，さらに，修得や，作曲，実
演などで，差異とともに多くの類似が指摘されている。第Ⅳ章では地元の音楽の社会的基盤となる
諸組織と，音楽実践のための組織活動そのものを取り上げている。
最後の第Ⅴ部では「音楽の小道」という隠喩が示される。地元の音楽活動とは，各々の近隣地区
における「コミュニティ」活動の集積ではない。地区を超えて繋がり各音楽世界を生きる人々の集
団は，一定のルーチンや象徴性を備えた音楽を実践し伝承している。空間的な事として，この小道
は，前述のパーティ会場への経路のように，部外者には一見不明瞭だが，ある人々にとっては通い
慣れた道として地域内を縦横に繋いでいる。それは，さらに地域を超えて全国へと繋がっていく。
空間的な事の他に，周期的な時間に関する事も，重要な理解として示される。週や年単位で繰り
返されるイベントと，そこへの参加などである。さらに，ピアノ・管楽器・ロック楽器などの演奏
技能を人々が修得し，習慣的なパターンをもった実演へと臨むように，集団が成文化せぬまま伝承
していくことによって，長時間に渡って維持され，時に切り拓かれる事としても「音楽の小道」が
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示される。
この小道は，郊外化した無名の街に暮らす私たちにとっても，親しみを覚えるものだろう。自動
車により地域内を広く移動する音楽家たちにとって，ミルトン・ケインズは既成市街地と新市街地
を結ぶハイウエイのネットワークではない。小道は「…所属と現実の感覚をもたらす。疎遠な環境
のもとで旅するのではなく，時空において周知な道に沿って，人々は家族と連携を保ちながら，慣
習的な行為を営む。…中略…彼らにとって価値や意味のみならず時空において生きるための一つの
枠組みを提供してくれる複数の回路を，彼らは自ら構築し，開拓しようとしている（本書，P. 
497）」。
（5）
本書に描かれた，小道を旅する人々（これは「種族」ににまつわる物語と理解できるかもしれな
い）の一生涯のうち，演奏技術の修得（これは「誕生」），実演（これは「生」そのもの）について
は明示的に取り上げられている。しかし，演奏活動の終焉は，ロック少年の離脱や，一時的な活動
休止という事例を除いて扱われていなかった。周期的な時間が連なる先には，我らの祖先の一生涯
の物語があるはずなのに。本書では，限られた期間のみの調査なため，年長まで続ける音楽が中心
的な事例のため，または，著者がそれまでにフィールド・ワークしてきたアフリカなどに住む種族
よりも長命だったため，この終焉が不在だったのかもしれない。しかしそれ以上に，私は，種族の
一人である著者の「生」に対する執着，音楽を生きることの豊かさを，この不在から読み取った。
なお，本書には，照れ屋で自意識過剰のバンド少年から教会音楽の指導者，さらに，教養溢れる
著者自身まで，現代イギリスほぼ全ての言葉遣いの人々が登場する。こうした英語を余さず受け止
め，500ページにも及ぶ大部を読みやすく，かつ内容濃く纏め上げた訳者に，心よりの敬意を表す
る。
